
65歳以上の方などを対象に
新型コロナワクチン
定期接種を実施しています。

の

新型コロナウイルス感染症とワクチンについて

❶ ❷ ❸
65歳以上の方

60～64歳で
心臓や腎臓、呼吸器の機能に障害
があり身の周りの生活を極度に
制限される方。

60～64歳で
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫
の機能に障害があり日常生活が
ほとんど不可能な方。

接種できる期間 10月1日~翌年３月31日 注）自治体によって実施期間が異なる場合があるため、
　  詳細は、お住まいの市町村（特別区を含む。以下同じ）
　  にお問い合わせください。

令和7年10月

使用するワクチン

接種対象者

薬事承認で得られた有効性・安全性の知見を踏まえて、審議会（厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会）で
評価し、定期接種において使用できることとしたものとして、以下のメーカーのワクチンが接種可能です。医療機
関によって接種できるワクチンが異なる場合があるため、詳細は、お住まいの市町村にお問い合わせください。

※レプリコンワクチンについて
レプリコンワクチンはｍRNAワクチンの一つで、接種されたmRNAが細胞内で一時的に複製されるように設計されています。他のmRNAワク
チンに比べてウイルスのタンパク質が作られる時間が長く、より強く免疫が誘導され、抗体の持続期間が長いことが確認されています。mRNA
の複製は一時的なものであり、無限にウイルスのタンパク質が作られることはなく、これまでに、レプリコンワクチンを受けた方から他の方にワ
クチンの成分が伝播するという科学的知見はありません。

・ファイザー社 ・モデルナ社  ・第一三共社
・Meiji Seikaファルマ社（レプリコンワクチン※） ・武田薬品社

mRNAワクチン 組換えタンパクワクチン

〈今年度の定期接種で使用できるワクチン〉 順不同

各ワクチンの特性等の詳細についてはこちら：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_qa.html

出典：https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001144459.pdf

○新型コロナによって重症化する割合は、65歳以上の年代で高いため、この年代の方
を対象に、10月から定期接種を実施しています。
○感染者で多く検出されているNB.1.8.1(ニンバス株）にも効果が期待されることが
報告されています。
○研究や調査方法の違いにより差があるものの、高齢者における新型コロナウイルス
感染症の重症化リスクはインフルエンザと同等かそれ以上という報告があります。

○2024年の新型コロナによる死亡数は約36,000人であり、インフルエンザによる
死亡数の約2,900人を上回る数となっています。 出典：令和６年（2024）人口動態統計（確定数）


